
外国語（英語）科学習指導案 

授業者：加美田 祐也 

 

１．日時：令和４年１月１７日（月）６校時 

 

２．学年・組：１年１組（男子２２名，女子１７名） 

 

３．単元名：Program 7 Research on Australia Sunshine 1 SUNSHINE ENGLISH COURSE 

 

４．単元の目標：簡単な語句や表現を用いて状況説明をすることができる。 

 

５．単元の評価規準： 

ア．知識・技能 イ．思考・判断・表現 ウ．主体的に学習に取り組む態度 

①There is~/There are~構文

や移動手段を伝える表現の

意味・用法を理解している。 

②人がいる場所や物がある場

所，移動手段を伝える技能

を身につけている。 

①簡単な語句や表現を用いて

状況説明をしている。 

①簡単な語句や表現を用いて状

況説明をしようとしている。 

 

６．付けたい資質・能力 

知識・情報 課題発見・解決力 チャレンジ精神 

主体性 コミュニケーション能力 メタ認知 

 

知識・情報 ・具体例から帰納的に思考し，知識を構成する力 

コミュニケーション能力 ・目に見える情報を描写したり，たずねたりする力 

メタ認知 ・ルーブリックを活用して学習を客観的に振り返り，次の学習への見

通しを持つ力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．指導と評価の計画（全８時間） 

時 学習内容 

評  価 

知

技 

思

判

表 

主 評価規準 評価方法 

１ 

■写真や図を見て状況説明を

し，どんなことを伝えたいかア

イデアを出す 

 

■単元の見通しを持つ 

 

 

 
 

 

 

２
～
６ 

■教科書から「～がある」や移

動手段についての表現を学ぶ 

 

■写真や図を見て状況説明を

する 

○    後日ﾍﾟｰﾊﾟｰﾃｽﾄ 

７
８ 

■西中バーチャルツアーをア

ップデートする 
 ○ ○  

成果物 

振り返り 

後
日 

インタビューテスト ○ ○ ○ 

知識・技能① 

知識・技能② 

思考・判断・表現① 

主体的に学習に取り組む態度① 

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰﾃｽﾄ 

振り返り 

 

８．本時案（第６時） 

（１） 本時の目標：場所の情報を英語で正確に伝えることができる。 

（２） 本時の評価規準及び評価方法： 

    記録に残す評価は行わないが，ねらいに即して生徒の活動の状況を把握し，形成的評価を行う 

（３） 準備物：教科書，タブレット，ワークシート 

（４） 学習の展開 

時

間 
学習活動 

指導上の留意事項（◇） 

「努力を要する状況」と判断した生徒への

指導の手立て（◆） 

評価規準 

評価方法 

0 

 
Greeting 

Routine Questions 

Day, Date, Time, and Weather 

 

◇あまり時間をかけず，手早くかつ正確に

確認する。 

 

 

記録に残す評価は行わないが，ねらい

に即して生徒の活動の状況を把握し，

形成的評価を行う 



 

1 
Introduction① 

Listening & Picture drawing 

音声情報をもとに絵を完成させる。 

 

◇パワーポイントを用いて，視覚的に支援

を行う。 

 

 

 

 

8 

 

 

Practice ① 

Picture Describing 

カードに描かれている絵を英語で伝

え合う。 

 

 

◇机間指導を行い、適宜必要な支援を行う。 

◇There is / There are はある程度用いるこ

とができるが，前置詞がなかなか出てこな

いことが予想される。 

 

 

 

16 

 

 

 

Introduction② 

場所を表す前置詞の導入 

in, on, along, over, under を中心に場

所を表す前置詞の意味・用法を理解す

る。 

 

 

 

◇スライドを使いながら、視覚的に支援を

行う。 

 

 

20 

 

 

 

Practice ② 

Picture describing 

カードに描かれている絵を英語で伝

え合う。 

 

◇There is/There are を用いて表現させ、ペ

アには聞いた情報をもとに絵を描かせる。 

◇より正確に場所の情報を伝えることがで

きるように支援する。 

◇神経衰弱で用いた絵は黒板に貼ってお

き、生徒がいつでも参考にできるようにす

る。 

 

 

35 
Practice ③ 

Writing exercise 

初見の絵に描かれている情報をもと

に英文で表現する。 

◇モデル文を黒板に残し，生徒がいつでも

参考にできるようにする。 

◇机間指導を行い，単語等で悩んでいる生

徒に対し辞書使用を促したり，ヒントを与

えたりする。 

◇早く書き終えた生徒はセルフチェックを

行い，周囲を手助けするように指示をする。 

◆There is と There are の混同が予想され

る。表現しようとしているものの個数に着

目をさせ、言語表現を選択させる。 

 

 

本時の目標：場所の情報を英語で正確に伝えることができる。 



45 
Reflection 

振り返り 

・今日の授業で分かったこと 

・まだ分からないことやできないこと 

・次に向けて頑張りたいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇振り返りの視点を提示し、より学びが深

まるように支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 板書計画 

 00:00   January 11th           場所の情報を英語で正確に伝えることができる。 

 

 

 

1 Introduction 

2 Practice 

3 Reflection 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の振り返り例： 

●場所を伝える表現がよくわかったので、絵を伝えるときにうまく英語で伝えること

ができた。忘れないようにしたい。 

●場所の情報を正確に伝えるためには、in や on などを上手く使わないといけないこ

とが分かった。 

 

本時の 

目 標 

Today’s 

Menu 

※前置詞に関する掲示 

There is ＋単数 

 ～がある 

There are ＋複数 



※生徒が描写練習で用いる絵カード（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


